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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、現代日本語における否定焦点の統計的分布を明らかにし、否定の焦点を自
動的に特定する解析システムを実装することである。本研究では、独自にアノテーション体系を定め、ラベル付けをす
るとともに、統計的分布を活用し、解析システムを実装した。主な研究成果は、2,147文を対象とした否定焦点コーパ
スの構築、データ共有のためのデータフォーマット仕様の策定、そして、精度80%の焦点解析システムの実装である。

研究成果の概要（英文）：I have constructed language resources and tools for negation focus analysis in 
Japanese text. They include the following three main components: (1) a corpus of 2,147 pairs of negation 
triggers and their foci, (2) a new data format to support annotation layers for data sharing, and, (3) a 
detector of the focus of a negation trigger in Japanese, which achieved accuracy of 80 % in the domain of 
hotel reviews and news text.

研究分野： 自然言語処理
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１．研究開始当初の背景 
 自然言語処理の分野において、文章を解析
するための技術は古くから研究されており、
これまでに様々な解析ツールが開発されて
きた。例えば、形態素解析器や構文解析器は、
その最も基礎的なものであり、現在、誰もが
自由に利用することができるこれらの解析
器が存在する。近年、テキストに存在する動
詞や形容詞などの述語に対してその項構造
を特定する技術、すなわち、「誰がいつどこ
で何をするのか」という事象を認識する技術
が盛んに研究されており、英語においても日
本語においてもその解析ツールが公開され、
その利用を前提とした研究を進めることが
可能になってきた。事象認識に続く研究とし
て、事象の肯定・否定を自動認識するための
研究を実施することはごく自然である。 
 事象の末尾に、「ない」や「ん」、「ず」な
どの否定辞が付くと、いわゆる否定文となり、
一般には、その事象は事実でないことが表現
される。否定の働きが及ぶ範囲の事象をスコ
ープと呼び、その中で特に否定される部分を
焦点と呼ぶ。例えば、次の否定文において、
否定辞「ん」に対して、「今日は車で来た」
がそのスコープであり、「今日は」がその否
定辞の焦点にあたる。 
  今日は車で来ませんでした。 
この文では、「今日、車で来た」という事実
は否定されているが、「今日来た」ことは事
実であると解釈できる。つまり、焦点のみが
否定されており、スコープから焦点を除去し
た事象は事実である。計算機が的確に否定の
焦点を認識することができれば、上の例のよ
うに、より正確に情報の事実性を自動的に認
識することが可能となる。 
 言語学の分野においては、英語においても
日本語においても、否定とその焦点に関する
先行研究が多数存在する。しかしながら、現
在のところ、日本語を対象として、実際に否
定の焦点をラベル付けした大規模なテキス
ト言語資源(以下、「コーパス」と呼ぶ)や、否
定の焦点を自動的に特定する解析システム
は、利用可能ではない。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、現代日本語における否定焦点
の統計的分布を明らかにするとともに、否定
の焦点を自動的に特定する解析システムを
実装する。具体的には、以下の 3 点を研究の
目的とする。 
 
(1) 否定の焦点をラベル付けしたコーパスの
構築 
 『現代日本語書き言葉均衡コーパス』等を
対象として、否定辞、その焦点、そう判断し
た根拠をラベル付けし、否定焦点コーパスを
構築する。 
 
(2) 否定焦点の分析 
 構築したコーパスを観察し、現代日本語に

おける＜否定辞, 焦点＞の対の分布を明らか
にする。焦点の種類ごとに、その特定に有用
な語句・文脈などについて詳細に分析する。 
 
(3) 解析システム実装 
 上記のコーパスと言語学的知見を利用し、
否定の焦点を特定する解析システムを構築
する。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、次の 3点を中心に研究を行い、
現代日本語における否定焦点の統計的分布
を明らかにするとともに、否定の焦点を自動
的に特定する解析システムを実現すること
を目指した。 
(1) 否定の焦点をラベル付けしたコーパスの
構築 
(2) 否定焦点の分析 
(3) 解析システム実装 
 
(1) 否定の焦点をラベル付けしたコーパスの
構築 
① 否定の焦点に関する文献調査 
 否定辞、および、否定の焦点に関する先行
研究と文献を調査し、その調査結果をコーパ
スのラベル付けに応用した。 
 
② コーパスの整備 
 楽天データの「楽天トラベル: レビューデ 
ータ」と、現代日本語書き言葉均衡コーパス
の新聞データをテキストデータとして利用
した。前年度から我々のグループで構築を進
めていた否定焦点コーパスにおけるラベル
を見直すとともに、新しい情報を付与し、コ
ーパスを整備した。 
 
③ データフォーマット仕様の策定 
 自然言語処理コミュニティにおいて、複数
のグループが同じテキストデータに対して
付与した多くの情報をうまく共有するため
の新しいデータフォーマット仕様を策定し
た。そして、上記のコーパスを、XML 形式か
らこのデータフォーマット仕様の形式に自
動変換するプログラムを実装した。 
 
(2) 否定焦点の分析 
 構築したコーパスを観察し、現代日本語に
おける＜否定辞, 焦点＞の対の分布を明らか
にした。 
 
(3) 解析システム実装 
① システム実装 
 否定辞の種類、周辺のとりたて詞、否定辞
とよく共起する語句等を自動的に検出し、そ
れらの情報を利用して否定の焦点を解析す
るシステムを実装した。 
 
② システムの評価 
 構築したコーパスを用いて、提案する解析
システムを評価した。 



 
４．研究成果 
 本研究の遂行により、現代日本語に関して
否定の焦点を解析するために必要となる基
盤言語資源とツールを構築できたのではな
いかと思われる。特に、本研究の主な成果で
ある、前章の(1)の②と③で整備したコーパ
スは、自然言語処理での利用を考慮した設計
を採用しており、解析システム構築時の学習
データとして役立つだけではなく、この種の
情報ラベルを文章に付与する時の標準規格
としての性格を有していると思われる。 
 近年、英語においては、否定のスコープ・
焦点に関する大規模なコーパスが構築され、
公開・利用されるようになった。一方、日本
語においては、このようなコーパスは存在し
なかった。本研究で構築したコーパスや解析
システムは、日本語を対象とした意味処理技
術の発展のために利用することができ、これ
らの言語資源をコミュニティで共有できる
ことは、大きな意義があると考える。加えて、
データを蓄積・共有するための新しいデータ
フォーマット仕様を策定し、公開したことは、
コーパスを利用する言語研究分野の発展に
深く貢献できたのではないかと思われる。実
装した解析システムは、事実性解析や情報検
索・情報抽出の発展を促す意義のある成果で
あると考える。 
 今後の展望としては、実装した解析システ
ムを実際の意味処理タスクに応用すること
が考えられる。事実性解析や含意関係認識な
どの応用の観点から、解析システムの評価を
することが必要であると思われる。否定の焦
点を解析する際に前文までの文脈情報を必
要とする事例に関してはまだうまく分析で
きていない。本研究の延長として、新たなテ
キストを対象としてコーパスの規模を大き
くし、多くの事例を観察することにより、文
脈の適切な扱いについて研究することが考
えられる。このような談話構造を捉える研究
は今後の課題としたい。 
 本研究の具体的な研究成果を以下に列挙
する。 
 
(1) 否定の焦点をラベル付けしたコーパスの
構築 
① 否定の焦点に関する文献調査 
 否定辞、および、否定の焦点に関する先行
研究と文献を調査した。この調査の結果、否
定要素と呼応する程度・頻度の副詞が重要で
あり、特に、完全否定と弱否定の分類が焦点
の有無に深く関わることが分かった。日本語
においては、とりたて詞の種類が否定焦点の
位置に影響し、とりたて詞のスコープと否定
辞のスコープの包含関係により、文の解釈が
決定することを考慮する必要があるという
知見も得られた。 
 
② コーパスの整備 
 楽天データの「楽天トラベル: レビューデ 

ータ」の 5,178 文と、現代日本語書き言葉均
衡コーパスの新聞データの5,582文を対象と
してコーパスを構築した。否定辞を含む文
2,147 文に対して、否定とその焦点に関する
ラベル情報を精練し、コーパスを整備した。 
 
③ データフォーマット仕様の策定 
 否定焦点コーパスをコミュニティで共有
するためのデータフォーマット仕様を提案
した。さらに、この仕様に従った否定焦点コ
ーパスも自動生成した。 
 
(2) 否定焦点の分析 
 否定のスコープの一部に焦点がある場合
は全体の約 23%であることや、テキストのジ
ャンルによって焦点部分の品詞列に異なる
傾向があること等、統計的分布に関する知見
が得られた。また、否定焦点をとりまく文脈
について分析を行った結果、対象文内の内容
語とその前文脈の内容語との関連性を単純
に計測するだけでは、否定焦点の特定に十分
ではなく、もう少し深い意味解析が必要であ
ることが分かった。 
 
(3) 解析システム実装 
① システム実装 
 分析した否定焦点の統計的分布に基づい
て、ルールベースにより否定の焦点を解析す
るシステムを実装した。このシステムは、大
分類で 14 個のルールを利用する。手がかり
語句としては、主に、副詞、とりたて詞、構
文パターンを利用する。否定辞を含む 1文が
入力されると、システムは、その文に存在す
る手がかり語句を検出した後に、優先度に応
じてルールを適用し、否定の焦点を解析する。 
 
② システムの評価 
 構築したコーパスを用いて評価した結果、
提案システムは、レビューデータにおいて
78%、新聞データにおいて 80%の正解率を達成
した。単純な規則に基づくベースラインシス
テムの正解率は、それぞれ68%と 73%であり、
その性能を 10%ほど上回る成果を達成するこ
とができた。 
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